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五所川原市大字唐笠柳字藤巻　地内

平　面　図

令和8年度 平　面　図

835

旧十川

（旧五所川原商業高校）

エルム大橋

東部第4雨水幹線

トワゥニータウン五所川原（分譲地）

ショッピングセンター

エルムの街

施工延長　L= 169.0 m

転落防止柵(耐雪型)　L= 168.0 m

格子ﾌｪﾝｽ用門扉(積雪地用)　L=1.0m
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五所川原市大字唐笠柳字藤巻　地内
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防護柵構造図

W2000 W2000

格子フェンス用門扉　片開　白塗装　H=1100×W1000【積雪地用】

転落防止柵　丸格子　白塗装　H=1100×W2000　【耐雪型】
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防護柵構造図
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施錠装置
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コンクリート②
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300

基礎ブロック用（Ｃ）

基礎材

コンクリート②

※１　支柱外径60.5ｍｍ、厚さ3.2ｍｍを標準とする。

※２　設計荷重：防護柵の設置基準・同解説のＰ種の荷重に依る。

※３　コンクリート②　呼び強度　σｃｋ＝18Ｎ/mm2

※４　基礎材は再生砕石（最大粒径40㎜）または切込砕石（最大粒径80㎜）とする。

※２　コンクリート②　呼び強度　σｃｋ＝18Ｎ/mm2

※３　基礎材は再生砕石（最大粒径40㎜）または切込砕石（最大粒径80㎜）とする。
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参　考　図

※１　扉の開き方向は内側とする。
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五所川原市大字唐笠柳字藤巻地内

東部第4雨水幹線防護柵設置工事
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